
 

Fig. 1 Experimental setup for solar-blind OWC over diffuse LoS link. 
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地表に到達する太陽光の強度は、波長が 300 nmより短くなると急激に減衰するため、このよう

な波長帯は、陽光下でも高速伝送を実現可能なソーラーブライド光無線通信（OWC）に活用でき

る。我々は既に AlGaN発光ダイオード（LED）を用い、情報伝送レートが 1 Gbpsを超える OWCの実証

[1,2]に成功している。しかしこれらは、非拡散見通し内通信路を仮定しており、ユーザのモビリティは限定

的であった。本報告では、高感度かつ、大受光面積のマルチピクセルフォトンカウンタ（MPPC）を受信機

に用いることで、拡散見通し内（diffuse LoS）光無線通信路においても、100 Mbps超の伝送レートが実現

可能であることを実証したので、その結果について述べる。 

図 1 に示す通り、実験に

は送信機として発光ピーク

波長が 280 nm 帯の AlGaN 

LED を用いた。受信器に用

いた MPPC はガイガーモー

ドにて動作する Si フォトダ

イオードを 2 次元アレイと

して並列接続したものであり、高感度・高速・小型・低価格などの特徴から、可視光通信への応

用も検討されている[3]。本研究では、280 nm帯のみを通す光学フィルタをMPPCと組み合わせ、

通常の照明環境下にある室内にて実験を行った。情報伝送速度は、MPPC のピクセル数に応じた

受信面積（x）とピクセル面積（y）に依存し、x = 6×6 mm2、y = 25×25 m2かつ LEDとMPPC

間の距離が 23 cmのとき、情報伝送レートは 260 Mbpsであった（312.5 Mbaudのオンオフ変調、オー

バーヘッド 20%の前方誤り訂正符号化（FEC）を用いた場合）。詳細は、当日発表する。 
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